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巻頭言 
 
センター長 西澤昭夫  
 
 
 東洋大学経営力創成研究センターは、平成 26 年度の文部科学省
による私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の認可を受け、「スモー
ルビジネス・マネジメントの創造と国際的企業家育成の研究」を統
一テーマに掲げ、研究活動に取り組んで参りました。  
 支援事業の最終年度に当たる平成 30 年度は、「スモールビジネス
の創造とマネジメント革命」「スモールビジネスの創造と国際的企業
家育成」「国際的企業家精神とベンチャービジネス・マネジメント」
をサブテーマとして、プロジェクト研究を展開してまいりました。
その研究を取りまとめた成果が本年報であります。  
 本年報は研究論文、アンケート調査資料、及び活動報告から構成
されております。研究論文として、本センター研究員の研究成果と
なる 4 本が掲載されております。なお、研究論文につきましては、
レフェリー制を取り入れております。アンケート調査資料は、前回
（2016 年 2 月実施、その結果は本センター編『スモールビジネスの
創造とマネジメント』学文社、2017 年 2 月に所載）以降におけるわ
が国ベンチャービジネス・マネジメントに関し、新たな展開の究明
を目的として実施されたものです。活動報告では、本センターの事
業報告、3 回開催したシンポジウム、及び中国等で行った海外調査
などについて、その活動概要が報告されております。  
 また、本年度末には、研究成果の最終出版物として、本センター
6 冊目となる『スモールビジネスの経営力創成とアントレプレナー
シップ』 (学文社刊 )を出版することができました。これも本センタ
ー研究員の皆様の積極的な研究活動の成果であり、心から感謝を申
し上げます。  
 さて、本号をもって東洋大学経営力研究センターの年報は最終号
となります。本センターは、現在、センター顧問である小椋康宏本
学名誉教授の多大なるご尽力により、平成 16 年度に文部科学省の
私立大学学術研究高度化推進事業に採択されて以来、「日本発マネジ
メント・マーケティング・テクノロジーによる新しい競争力の創成
に関する研究」（平成 16～21 年）、「日本発経営力の創成と『新・日
本流』経営者・管理者教育」（平成 21～26 年）、「スモールビジネス・
マネジメントの創造と国際的企業家育成の研究」 (平成 26～31 年 )、
を研究テーマとするオープン・リサーチ・センターとして、書籍や
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年報『経営力創成研究』に加え、アンケート調査やシンポジウムな
どを通じ、スモールビジネスのマネジメント、及びその担い手とな
るグローバルな企業家の育成と経営力創成に向けた研究成果を発表
して参りました。  
 なかでも本年報は、平成 16 年度のセンター創設以降、毎年刊行
され、本年度の第 15 号を以って、最終号を迎えることになりまし
た。これまで 15 年間に 15 号を刊行し、37 人のセンター研究員か
らご寄稿を頂き、毎号平均 9.4 本、15 年間で 142 本の研究論文を掲
載することができました。なかでも、創設者の小椋康宏先生をはじ
め、中村久人先生、幸田浩文先生、柿崎洋一先生、小嶌正稔先生、
董晶輝先生は、ご寄稿者平均本数 3.8 本を大きく上回るペースで研
究成果をご発表されて参りました。また、小野瀬拡先生、平井宏典
先生、村瀬慶紀先生、藤井辰郎先生、清水健太先生は、本年報にご
投稿いただいた成果などにより、自立した研究者として羽ばたいて
いかれました。こうした旺盛な研究活動や研究者育成という優れた
実績を示したことにより、本センターは文部科学省の支援事業に 3
回も採択されたのです。  
 文部科学省の競争的研究資金獲得が厳しくなるなか、優れた研究
テーマとビジョンを提示され、それを実現しえる優れた研究者を纏
め上げ、15 年にわたるオープン・リサーチ・センターを創設・継続・
発展させてこられた小椋康宏先生のご尽力とご支援に対し、心から
敬意を表させて頂きたいと存じます。ただ、こうした大型の研究資
金獲得の経験が無いと、その困難さが十分理解されないという懸念
も拭いえません。ここにあらためて、小椋康宏先生及び活発なご研
究活動を展開されたセンター研究員の皆様方に対して、深甚なる感
謝を表明することをもって、センター長の挨拶とさせて頂きます。
本当にありがとうございました。  
 
平成 31 年 2 月 15 日  
